
点検実施 令和6年11 月

 

１　施設の概要

①

［小分類］

③

④

⑤

２　施設の設置目的と達成状況

［法令名］

② 設置条例 ［条例名］

３ 施設の管理運営形態と利用状態

①

②

③

利用状況指標 利用者数

令和３年度 221,808人

令和４年度 252,348人

令和５年度 296,751人

⑤

公園

担当課名 庭園都市推進課

公の施設の点検結果票

施設名称 西大寺緑花公園

 建設費（単位：千円） 1,860,000千円

開設年月日 平成22年4月1日

所在地 岡山市東区西大寺南一丁目

② 施設種別
基盤施設

岡山市公園条例

③ 条例に規定された設置目的
主として徒歩圏域内に居住する市民の利用に供するこ
とを目的とする公園

 施設内容
体験学習施設百花プラザ、便所、多目的広場、はらっ
ぱ広場、駐車場、植栽

① 根拠法令
あり

都市公園法第２条

⑥ 施設規模

 敷地面積（㎡） 40,373㎡

 構造／延床面積（㎡） 鉄骨造4,886㎡

現在の管理運営形態 指定管理者(非公募）

開館日 毎週月曜日並びに1月1日から1月3日まで及び12月29日から12月31日を除く

④ 施設で実現すべき市民ニーズ・事業
東区での緑化推進事業の拠点としての施設の活用、子
供の遊び場や市民のスポーツ、レクリエーションの場
としての良好な施設管理や利便性の向上

⑤ 設置目的等の達成状況
緑化の啓発活動等を通して、東区緑化推進拠点として
の役割を果たしている。
（岡山市の災害時における二次避難所：区分Ａ）

主な利用者 市民(団体含)

⑥ 修繕見込み等（ライフサイクルコスト）
砂場更新工事（3,850千円）、遊具更新工事（1,520千
円）

開館時間 体験学習施設百花プラザ：9:00～21:00

④ 利用状況



４－１ 管理運営に係る収支【岡山市】 （単位：千円）

令和６年度 令和５年度 令和４年度

〔予算〕 〔決算〕 〔決算〕

15 15 15 15

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

15 15 15 15

0 0 0 0

99,482 99,482 99,482 99,482

0 0 0 0

99,482 99,482 99,482 99,482

5,370 3,368 8,391 5,710

0 0 0 0

5,370 3,368 8,391 5,710

104,852 102,850 107,873 105,192

-104,837 -102,835 -107,858 -105,177

４－２ 管理運営に係る収支【指定管理者】 （単位：千円）

令和６年度 令和５年度 令和４年度

〔予算〕 〔決算〕 〔決算〕

10,449 10,122 9,429 10,000

99,482 99,482 99,482 99,482

0 0 0 0

80 49 77 69

0 0 0 0

110,011 109,653 108,988 109,551

89,786 89,570 86,692 88,683

20 17 17 18

1,002 840 984 942

90,808 90,427 87,693 89,643

19,203 19,226 21,295 19,908

 手数料

 その他（雑入等）

　　　　　　　　　収入合計

区分 平均

収
入

 施設使用料

 行政財産目的外使用料

　　　　　　　　　支出合計

収支差額

区分 平均

 直接経費

 維持管理費

 光熱水費

小計

支
出

 委託経費

 管理運営委託料

 指定管理料

 補助金等

小計

　　　　　　　　　収入合計

支
出

 管理運営費

 事業費

 その他

収
入

 利用料金

 指定管理料

 補助金等

 自主事業収入からの繰入金

 その他（雑入等）

　　　　　　　　　支出合計

収支差額



５　建物に関する調査結果

６ 今後の方針

③

　

耐震化

 耐震診断 予定なし

 耐震工事

指摘あり

 指摘がある場合の
 主な内容

複合遊具の腐朽、破損等

不要

 未了の場合の工事予定時期

劣化度調査・
建築基準法第１２
条点検

 実施状況 劣化度調査

 指摘の有無

②
必要性ありの施設の管理運営方法
及びその理由

指定管理者

　公益財団法人岡山市公園協会は、「岡山市内における都市
公園等において良好な景観を維持し、市民が快適に利用でき
るよう運営することにより、公園等機能の増進と、公園文化
の創造を維持するとともに都市緑化の普及啓発を行うことを
もって、地域社会の健全な発展に寄与すること」を経営指針
としており、ローコストでの緑化推進活動の実施・サービス
の充実・これまで蓄積したノウハウの活用が期待できる。

① 施設必要性の有無及びその理由

必要性あり

　すべての利用者にとって安全安心に楽しめる空間で
あり、緑化推進事業を展開していく上で、市の拠点施
設と位置づけているため必要。

 指定管理者の候補者名 公益財団法人岡山市公園協会

④
指定管理期間
（直営の場合は次期点検までの期間）

令和8年4月1日～令和13年3月31日

（指定管理期間：　5年）

指定管理者とする場合の選定方法 非公募

 非公募の場合

 非公募とする理由

　本市の公園は、緑の基本計画に基づき、適切に管理運営、
活用するとともに、緑化の推進を図る方針としている。その
中で、管理運営業務については、樹木医や学芸員のような専
門的知識を有する職員がいることで、公園を良好な状態で管
理できるノウハウを有しているとともに、本市との人事交流
などもあることから、本市施策と緊密に連携した管理運営が
可能で、公園施策の一端を担っているといえる。
　また、本市の緑化施策においては、市民協働の推進を図り
ながら、各地域で緑化推進リーダー等の人材育成や緑化意識
の醸成に努めており、本公園は全市的かつ継続的な取組が必
要となるこうした施策の活動拠点として位置づけている。
こうした中、公園協会は緑化推進業務として常設の緑化相談
所の設置、緑化啓発イベントや緑化関連講習会の開催、緑化
推進に係る人材育成、調査・研究等を実施していることか
ら、高度な専門知識が必要な緑化推進業務のノウハウを有し
ており、緑化推進業務を施設の管理運営業務と連携し効率的
に行っている。
　さらに、緑化推進に係る取組は、需要の高い高収益事業で
ないことが少なくないため、利益の追求だけでなく社会貢献
を目的とする公益財団法人の公園協会が緑化推進業務を担う
ことについては、高い適性と合理性を有していると言える。
　以上のことから、公園協会は本公園の管理運営業務を高い
水準で遂行できるだけでなく、緑化推進の拠点として多様か
つ柔軟に活用することで緑化施策をより一層拡大していくこ
とによって、現在公園協会の指定管理する７公園が、市の拠
点施設としての機能を果たし、市内全域の公園に適正な管理
や市民の緑化意識の向上に良い影響を与えることができる。

 根拠規定 公の施設の管理等に関する規則 第5条第1項第3号


